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表 2【年齢階層別構成比】
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表 3【転入・転出数の推移】
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表 4【出生・死亡数の推移】
出生数　　　　　　死亡数
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死亡数（112人）が
出生数（96人）を逆転
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65歳以上の人口が
0歳～14歳の人口を逆転

表 1【総人口と年齢階層別人口の推移】

総人口

0歳～14歳

15歳～64歳

65歳以上

推計人口

※2010年までは国勢調査の人口（1950以前は旧太田村の人口を含む）。2015年
　から2040年までは国立社会保障・人口問題研究所の推計。以降は、2040年
　までの推計に準拠して算出した推計

国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
5
月
1
日
現
在
の

人
口
は
、
１
万
95
人
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
減

少
傾
向
か
ら
、
今
年
の
調
査
で
は
、
人
口
が
1

万
人
を
割
り
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
む
と
、
将
来
の
厚

岸
町
の
人
口
は
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
推
計
し
た
2
0
4
0
年
の
厚
岸
町
の

人
口
は
6
4
6
7
人
で
す
。
さ
ら
に
20
年
後
の

2
0
6
0
年
に
は
4
1
7
2
人
ま
で
減
少
す
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
1
）

厚
岸
町
の
人
口
推
移

　

国
勢
調
査
に
よ
る
厚
岸
町
の
人
口
は
、
過
去

最
高
だ
っ
た
1
9
6
0
年
の
2
万
1
8
5
人
か

ら
減
少
を
続
け
、
50
年
後
の
2
0
1
0
年
に
は

半
分
ほ
ど
の
１
万
6
3
0
人
に
ま
で
減
少
し
ま

し
た
。
今
年
も
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

　

町
で
は
、
平
成
26
年
11
月
に
制
定
さ
れ
た『
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
』
に
基
づ
き
、
厚

岸
町
版
『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
『
総
合
戦
略
』
を

策
定
す
る
た
め
に
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

厚
岸
町
の
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
ま
ち
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

長
期
的
な
人
口
展
望
な
ど
を
示
す
『
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
』
と
、
こ
の
将
来
展
望
を
実
現
す
る
た
め

の
具
体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た『
総
合
戦
略
』を
、

平
成
27
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

厚岸町版

『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』と

　
　
　
『
総
合
戦
略
』を
策
定
し
ま
す

『まち・ひと・しごと創生』とは
　国は、日本全体、特に地方の人口減少に歯止めをかけ
るとともに、東京圏への人口の流出を防ぎ、それぞれの
地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活力あ
る日本社会を維持していくために、『まち・ひと・しご
と創生法』を制定しました。

 まち…国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊

　　　 かな生活を安心して営める地域社会の形成

 ひと…地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保

 しごと…地域における魅力ある多様な就業機会の創出

　日本の人口の現状と将来の姿を示し、今後目指すべき
将来の方向性を提示する『長期ビジョン』と、今後 5カ年
の目標や具体的な施策をまとめた『総合戦略』を策定し、
人口減少の克服と地方創生に向けて、 4つの基本目標を
定めて取り組むこととしています。

 【 4 つの基本目標】

　●地方における安定した雇用を創出する

　●地方への新しい人の流れをつくる

　●若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

　●時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守る

　　とともに、地域と地域を連携する

　

ま
た
、
総
人
口
の
う
ち
65
歳
以
上
の
人
口
割

合
は
、
2
0
1
0
年
の
28
・
6
％
か
ら
、
推
計

で
は
2
0
4
0
年
に
42
・
2
％
、
2
0
6
0
年

に
は
44
・
4
％
と
半
数
近
く
ま
で
増
加
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
14
歳
以
下
の
人

口
割
合
は
、
2
0
1
0
年
が
12
・
0
％
、
2
0

4
0
年
が
9
・
1
％
、
2
0
6
0
年
に
は
8
・

2
％
と
、
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
産
年
齢
人
口

と
い
わ
れ
る
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
口
割
合

は
2
0
1
0
年
に
59
.
4
％
で
し
た
が
、
2
0

4
0
年
は
48
・
6
％
、
2
0
6
0
年
に
は
47
・

4
％
と
減
少
し
続
け
る
推
計
で
あ
り
、
ま
ち
の

産
業
や
経
済
を
担
う
労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。（
表
2
）

　

次
に
、
転
入
数
と
転
出
数
の
社
会
動
態
、
出

生
数
と
死
亡
数
の
自
然
動
態
か
ら
人
口
減
少
の

状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
社
会
動
態
で
は
、

常
に
転
出
数
が
転
入
数
を
上
回
っ
て
お
り
、
社

会
動
態
で
の
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。（
表

3
）

　

一
方
、
自
然
動
態
で
は
、
2
0
0
1
年
ま
で

は
出
生
数
が
死
亡
数
を
上
回
る
状
況
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
2
0
0
2
年
に
は
死
亡
数
が
出

生
数
を
上
回
り
、
自
然
動
態
で
も
人
口
減
少
に

転
じ
た
こ
と
か
ら
、
人
口
総
体
の
減
少
に
拍
車

を
か
け
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
4
）

　

こ
う
し
た
数
字
を
見
て
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

に
感
じ
る
で
し
ょ
う
か
。
人
口
減
少
は
全
国
的

な
課
題
で
あ
り
、
仕
方
が
な
い
こ
と
と
考
え
る

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
人
口
減

少
問
題
を
解
決
す
る
決
定
的
な
打
開
策
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
口
の
急
減
は
、
労
働
力

人
口
の
減
少
や
消
費
市
場
の
縮
小
を
引
き
起
こ

し
、
地
方
経
済
の
規
模
を
縮
小
さ
せ
て
し
ま
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
が
社
会
生
活
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
き
、
さ
ら
な
る
人
口
の
流
出
を
引

き
起
こ
す
と
い
っ
た
悪
循
環
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済
の

縮
小
と
い
っ
た
悪
循
環
の
連
鎖
に
よ
っ
て
ま
ち

が
衰
退
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
対
策
の
取
り

組
み
は
、
す
ぐ
に
明
確
な
成
果
が
表
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
対
策
が
遅
れ
る

ほ
ど
、
人
口
減
少
の
速
度
は
早
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
厚
岸
町
版
の
『
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
』
と
『
総
合
戦
略
』
を
策
定
し
ま
す
。

事
業
の
提
案
や

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
だ
け

で
は
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
団
体
な
ど
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
人
口
減
少
克
服
に
向
け
た
取

り
組
み
、
事
業
の
提
案
や
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

●
提
出
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
提

案
・
意
見
内
容
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
で

提
出
（
様
式
は
自
由
）

●
問
い
合
わ
せ
／
企
画
調
整
係\

内
線
231

aks_machi@pop2.marimo.or.jp


